
《人口の動き》

10月1日現在

男3，021（一3）

出生1　死亡3

女3，055（十1）計6，076（一2）

転入15　転出15

世帯数1，670（一3）
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一
般
国
道
2
5
3
号
線
は
上
越
市

を
起
点
と
し
、
南
魚
沼
郡
六
日
町
に

至
る
延
長
7
1
・
3
㎞
の
幹
線
道
路
で

あ
る
。
　
（
町
内
の
延
長
は
約
1
6
㎞
）

　
道
路
の
整
備
促
進
は
冬
期
間
の
交

通
確
保
の
み
な
ら
ず
、
十
日
町
市
を

接
点
と
す
る
上
越
生
活
圏
と
魚
沼
生

活
圏
の
よ
り
有
機
的
な
結
節
を
図
る

上
で
の
重
要
な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

　
県
で
は
そ
の
対
策
の
一
環
と
し
て

名
ケ
山
地
内
に
道
路
改
良
事
業
に
よ

る
名
ケ
山
ト
ン
ネ
ル
（
延
長
1
、
1

5
5
m
、
幅
員
8
・
5
m
、
勾
配
3
・

5
％
）
の
建
設
を
計
画
し
、
昭
和
5
7

年
8
月
か
ら
、
㈱
福
田
組
、
㈱
竹
中

土
木
、
㈱
丸
山
工
務
所
の
建
設
共
同

企
業
体
に
よ
り
、
十
日
町
側
坑
口
よ

り
施
工
を
開
始
し
掘
削
方
法
と
し
て

は
地
山
が
安
定
す
る
と
予
想
さ
れ
る

約
4
0
m
先
ま
で
は
上
部
半
断
面
先
進

掘
削
と
し
、
補
助
工
法
と
し
て
、
ミ

ニ
ル
ー
フ
パ
イ
プ
工
法
が
採
用
さ
れ

た
。
そ
の
後
は
、
シ
ョ
ー
ト
ベ
ン
チ

に
よ
る
全
断
面
掘
削
に
吹
付
け
コ
ン

ク
リ
ー
ト
と
ロ
ッ
ク
ボ
ル
ト
の
補
助

工
法
を
併
用
す
る
方
式
（
N
A
T
M

工
法
）
で
施
工
さ
れ
た
。

　
掘
削
土
量
は
約
1
5
万
㎡
、
ト
ン
ネ

ル
部
分
の
工
事
費
は
2
5
億
円
、
m
当

り
の
単
価
は
約
2
1
6
万
円
）

　
旧
国
道
は
幅
員
も
狭
く
、
急
力
ー

ブ
、
雪
崩
の
危
険
カ
所
も
多
い
。
短

縮
距
離
は
約
5
0
0
m
ほ
ど
で
あ
る

が
、
時
間
的
に
は
5
分
位
短
縮
さ
れ
、

十
日
町
市
ま
で
1
5
分
前
後
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
関
越
自
動
車
道
の
全
面
開

通
に
よ
り
関
東
方
面
へ
の
距
離
間
は

な
く
な
っ
た
。

　
今
、
田
沢
・
蒲
生
両
地
内
で
改
良

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
池
尻
～

松
代
～
田
沢
間
、
儀
明
～
蒲
生
間
の

早
期
完
成
を
期
待
し
ま
す
．
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8
月
干
ば
つ
被
害
集
計
に
よ
る
と

関
係
戸
数
5
8
0
戸
（
農
家
戸
数
1
、

1
6
6
戸
）
災
害
の
復
旧
延
長
は
、

約
2
7
4
㎞
（
松
代
か
ら
十
日
町
・

8月干ばつ災害
（暫定法にもとずく農地災害復旧事業）

計集別落B
立
口

竹
P

六
日
町
経
由
、
越
後
湯
沢
か
ら
上
越

新
幹
線
上
野
ま
で
の
距
離
に
相
当
す

る
。
（
災
害
復
旧
工
事
希
望
申
込
み
）

　
表
は
、
暫
定
法
に
も
と
ず
く
農
地

災
害
復
旧
事
業
（
第
一
次
査
定
9
月

25

・
2
6
日
第
二
次
査
定
1
0
月
1
4
日
）

の
（
受
検
結
果
）
部
落
別
集
計
で
あ

る
。
）
復
旧
事
業
費
は
約
4
千
万
円
が

見
込
ま
れ
る
．

　
町
で
は
、
国
県
の
基
準
に
満
た
な

い
も
の
、
或
は
査
定
を
受
け
る
い
と

ま
な
く
、
自
力
復
旧
が
必
要
な
地
域

に
つ
い
て
も
、
実
施
要
領
を
定
め
て

町
単
の
干
ば
つ
災
害
対
策
に
と
り
く

ん
で
い
る
。
　
（
補
助
対
象
は
「
8
月

干
ば
つ
災
害
」
で
亀
裂
50
㎝
程
度
で

原
則
と
し
て
9
月
1
2
日
付
、
干
ば
つ

災
害
復
旧
工
事
希
望
申
請
済
の
水
田

と
な
っ
て
い
る
。
（
対
象
者
に
は
復
旧

申
請
書
送
付
済
）

　
被
災
田
で
は
、
畦
し
め
を
す
る
、

杵
の
音
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
の
音
が
こ

だ
ま
し
て
い
た
。

対象地区名 復旧延長 田面積 地区数

松　　　代 m948
α

106．1 2
太　　　平 471 42．8 1
会　　　沢 173 12．0 1
清　　　水 265 23．1 1
桐　　　山 2，255 201．6 6
片　桐　山 449 62．1 2
田　野　倉 1，892 241．O 5
莇　　　平 776 65．6 2
小　　　貫 413 24．2 2
寺　　　田 949 87．6 2
名　　　平 556 55．6 2
蒲　　　生 898 79．4 3
儀　　　明 1，473 135．9 3
室　　　野 606 77．8 2
竹　　　所 1，175 109．0 2

濁 1，737 160．5 3
峠 8，433 908．7 9

木和田原 2，518 178．2 4
計 25，987 2，571．2 52
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今
回
は
、
女
性
特
有
の
が
ん
に
つ
い
て

特
集
し
て
み
ま
し
た
。

〈
子
宮
が
ん
〉

　
子
宮
が
ん
に
は
2
種
類
あ
り
、
ふ

つ
う
子
宮
が
ん
と
い
う
と
子
宮
頸
が

ん
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
子
宮
の
頸

部
（
入
口
に
近
い
と
こ
ろ
）
に
で
き

る
が
ん
で
す
。
入
口
に
近
い
と
こ
ろ

に
で
き
る
の
で
、
そ
れ
だ
け
に
発
見

も
し
や
す
く
、
治
療
も
し
や
す
い
が

ん
な
の
で
す
．

（
・
（
」

ノ幽』　一

　⊃oノ

　
ま
た
、
数
は
少
な
い
の
で
す
が
、

体
部
（
胎
児
の
は
い
る
奥
の
部
分
）

に
で
き
る
子
宮
が
ん
が
あ
り
ま
す
。

体
が
ん
は
閉
経
前
後
に
発
病
す
る
こ

と
が
多
い
の
で
、
異
常
出
血
に
は
よ

く
注
意
し
て
下
さ
い
。
歳
の
せ
い
で

月
経
が
く
る
っ
た
な
ど
と
考
え
て
放

置
し
て
お
く
と
大
事
に
い
た
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
子
宮
が
ん
の
症
状
は
、

が
ん
の
拡
が
り
の
程
度
で
異
な
り
ま

　
　
す
。
初
期
に
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

　
　
ま
せ
ん
。
大
き
く
な
っ
て
く
る

　
　
と
お
り
も
の
や
出
血
な
ど
が
み

　
　
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
特
に
、
出
血
は
最
も
重
要
な

症
状
で
、
性
交
、
運
動
、
排
便

時
の
出
血
や
不
規
則
に
長
び
く

月
経
、
閉
経
後
の
出
血
の
場
合

は
、
す
ぐ
専
門
医
で
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

　
現
在
の
検
診
で
は
、
が
ん
に

な
る
10
年
く
ら
い
前
か
ら
お
か

し
い
状
態
を
つ
か
ま
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
で
す
か
ら
、
全

く
健
康
と
思
わ
れ
る
方
も
年
に
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一
度
ず
つ
検
査
し
て
お
く
と
、
悪
く

な
り
始
め
た
時
に
す
ぐ
治
療
が
で
き

る
と
い
う
わ
け
で
す
。

　
症
状
を
あ
て
に
せ
ず
、
30
歳
か
ら

は
年
に
一
度
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

〈
乳
が
ん
〉

乳
が
ん
は
、
わ
が
国
で
は
年
々
増

加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
現

在
、
女
性
の
が
ん
の
第
一
位
は
、
や

は
り
胃
が
ん
で
す
が
、
今
後
2
0
～
30

年
先
は
乳
が
ん
が
第
一
位
を
占
め
る

で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
人
は
乳
が
ん
に
な
り

や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
30
歳
以
上
の
未
産
婦
・
初
潮
が
1
2

歳
以
上
の
も
の
・
初
産
年
令
30
歳
以

上
・
閉
経
が
50
歳
以
上
遅
延
・
乳
が

ん
の
家
族
歴
・
慢
性
乳
腺
疾
患
。

　
こ
の
よ
う
な
人
は
特
に
定
期
的
に

自
己
検
診
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
乳
が
ん
は
自
分
で
気
を
つ
け
て
い

②両手をあげ、①と同様の方法で

調べます。

　　　　　　o

れ
ば
、
ご
く
わ
か
り
や
す
い
症
状
、

つ
ま
り
乳
房
の
中
に
小
さ
い
、
堅
い

痛
み
の
な
い
し
こ
り
で
見
つ
か
り
ま

す
。
早
期
に
発
見
す
れ
ば
ほ
と
ん
ど

治
り
ま
す
。

1
乳
が
ん
の
自
己
検
診
－

　
閉
経
前
の
方
は
毎
月
生
理
の
終
っ

た
後
に
、
閉
経
後
の
方
は
毎
月
一
定

の
日
に
、
定
期
的
に
し
こ
り
が
で
き

て
い
な
い
か
ど
う
か
調
べ
ま
す
。
方

法
は
図
の
よ
う
に
行
い
ま
す
。

　
何
か
異
常
が
あ
っ
た
場
合
は
、
た

め
ら
わ
ず
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

ク

⑫
》
＝ごク

自己検査の方法

o

　＾ク
　Oぐ◎ノ

　し、〃〃
『し）

①鏡の前に立ち、左右の乳房の大

きさは対称か、乳頭部にただれ湿

疹等はないか、乳房の皮膚に陥没

はないか、を調べます。

Z
＼

　
　
ハ

　
辺
　
　
　
リ

　
ハ

b
O
》
、

ゑ
～

、、

㊤

③あおむけに寝て、乳房の中心か

ら周辺へ、指をそろえて、軽く圧

迫しながら静かに触れていき、し

こりの有無を調べます。右の乳房

が終わったら、同様に右手で左の

乳房を。

る
・

　
　
ノ

藩
ぜ

禽
ミ

④触診する乳房と同じ側の腕を上

げ、③と同様の方法で調べます。
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学　　年 性別 距離 順位 氏　　　名 学校名 タイ　ム

小学1 男

km

1
1 宮沢　直樹 松　　代 4分41秒

2 佐藤　　誠 孟　　　地 4分42秒

3 高橋　真治 莇　　平 4分46秒

小学1 女 1
1 若月　康子 孟　　　地 4分40秒

2 高橋　洋子 莇　　平 5分02秒

3 市川　紗合 松　　代 5分05秒

小学2 男 1
1 高橋　伸幸 松　　代 4分11秒

2 石口　久司 松　　代 4分16秒

3 井上　真吾 蒲　　生 4分30秒

小学2 女 1
1 笠原　千里 松　　代 4分45秒

2 石口　香織 松　　代 4分46秒

3 村山　洋子 奴奈川 4分57秒

小学3 男 2
1 宮沢　直人 松　　代 7分01秒

2 斉藤　智和 北　　山 7分02秒

3 関谷　　真 松　　代 7分08秒

小学3 女 2
1 山岸　利美 蒲　　生 7分20秒

2 井上久美子 蒲　　生 7分32秒

3 山岸　泰子 蒲　　生 7分40秒

小学4 男 2
1 高橋　哲也 松　　代 6分33秒

2 山岸　正光 松　　代 6分43秒

3 高橋　正美 莇　　平 6分49秒

小学4 女 2
1 室岡久美子 北　　山 6分45秒

2 池田　智美 北　　山 7分03秒

3 相沢千恵美 松　　代 7分03秒

小学5 男 3
1 富沢　　豊 松　　代 9分49秒

2 宮沢　正隆 松　　代 10分07秒

3 柳　　昭平 松　　代 10分12秒

小学5 女 3
1 柳　　妙子 松　　代 10分17秒

2 中村美乃里 松　　代 10分37秒

3 柳　美恵子 奴奈川 10分38秒

小学6 男 3
1 小堺　英明 蓬　　平 9分40秒

2 室岡　正宏 北　　山 9分43秒

3 山岸　和弘 松　　代 10分02秒

小学6 女 3
1 柳　　智子 松　　代 10分18秒

2 池田　直美 北　　　山 10分18秒

3 関谷美由紀 松　　代 10分35秒

中学1 男 3
1 宮沢　幸男 松　　代 10分07秒

2 斉藤　徳仁 〃 10分19秒

3 小堺友紀雄 〃 10分20秒

中学1 男 5
1 佐藤　政秀 松　　代 16分50秒

2 牧田　幸樹 〃 17分13秒

3 斉藤　真也 〃 17分22秒

中学1 女 2
1 柳　　明美 松　　代 7分04秒

2 池田　良子 〃 7分13秒

3 永井　洋美 〃 7分16秒

中学1 女 3
1 柳　　妙子 松　　代 12分14秒

2
3

中学2 男 3
1 寺崎　貴光 松　　代 10分39秒

2 藤岡　隆行 〃 10分44秒

3 村山　健次 〃 10分47秒

中学2 男 5
1 柳　　高浩 松　　代 15分30秒

2 高橋　基雄 〃 17分44秒

3 斉藤　　清 〃 18分35秒

中学2 女 2
1 中村　珠紀 松　　代 6分55秒

2 本山いずみ 〃 7分47秒

3 柳　　広子 〃 7分51秒

中学3 男 5
1 横尾　　隆 松　　代 15分39秒

2 若井　剛也 〃 17分29秒

3

高校生 男 5
1 柳　　　　治 松　　代 20分07秒

2 宮沢　裕一 〃 23分25秒

3

懸
騰

・編、口

　　　　　l　F灘麟羅黙醐
　　　蕪難麟翻灘鰯

　，　　　　勢の応援、欝続騰だ。

躍　　　　　　　成績は左紛ど織Ω繭誘灘　一『

　　　　　　　撚



“iIII”III“III”IIllIIIIII“Ilil”Ill”1”IIll”Ill”こうほう・まつだい（10月号）IlllIII“III””“IllllII””II1””iIIll”lll”IliII“”1”IIIllIll”IIII””II“Ill”lll”IllllIIIIIIllII川“1111””llIllIll”“1””lll””III”1111”6””川llllll””1”

、　　今年は地方行革の年として、又、住民の目で行　　を有する方々10名を委員として任命し、行政改革

1　革の推進とその実行を……これが政府のキャッチ　　の推進について諮問致しました。

’　フレーズです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その結果、8月31日答申を得て「松代町行政改

1　　そこで町では、3月議会で「松代町行政改革推　　革大綱」を策定致しましたので広く町民の皆様に
1　進委員会設置条例」を制定し、町政に優れた識見　　公表致します。
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1．基本方針
　（1）松代町行財政を精査し、効率的な行財政の運営・管理を図るため、昭和56年12月、行財政調査委員会を設

　　置し、改善計画を策定して、各般にわたる施策を推進してきたところであるが、近年殊に、厳しい行財政

　　環境の中で、益々、多様化する行政需要に対応しつつ、地域社会の活性化及び、福祉の増進を進めるため、

　　引き続き行政改革を推進する。

　（2）行政改革の推進に当っては、　「松代町行政改革推進委員会」の答申を尊重し、議会と連携しつつ、全庁が

　　一体となって取セ）組むとともに、町民をはじめ、関係方面の理解と協力を得られるよう努める。

七
ペ
ー
ジ
ヘ

2．当面の措置事項
　（1）事務事業の見直し

　　○町民プール使用料の改定を行う。……・・…………・…………（昭和61年度）

　　O松代町総合センター使用料の改定を行う。・………・………・（昭和61年度）

　　○松代町老人憩の家使用料の改定を行う。・……・…………・…（昭和61年度）

　　O松代町集落開発施設等の使用料の改定を行う。……………（昭和61年度）

　　O松代町克雪管理センターの使用料の改定を行う。…………（昭和61年度）

　　○松代町水道使用料の改定を行う。…・…………・…・…………（昭和61年度）

　　O松代町看護職員修学資金貸与条例は廃止する。……………（昭和61年度）

　　o次の団体（協議会等）の補助金を廃止、または縮減する。

　　　●松代町自衛隊父兄会・……………・…・…………（3年後廃止）

　　　●傷夷軍人会………………・・………・…・……・…・（5年間縮少する）

　　　●軍人恩給連盟・………………・………・…………　（5年間縮少する）

　　◎昭和56年松代町行財政調査委員会において見直ししたもの
　　　O松代町猟友会補助金………・………・・…………（昭和57年廃止）

　　　○松代町養鯉組合補助金…………・……・…・……（昭和58年廃止）

　　　O建築士会松代町支部補助金…・……………・…・（昭和59年廃止）

　　　○松代町酒造研究会補助金………・………・・……（昭和58年廃止）

　　　○松代町種子更新協議会補助金……・…………・・（昭和58年廃止）

　（2）組織・機構の簡素合理化

　　o松代町議会議員の定数改定
　　O松代町役場奴奈川支所を廃止する……………（昭和62年度）

　　○松代町社会教育委員及び、公民館運営審議会委員を縮少し、組織の効率性を図る。……（昭和61年度）

　　○結婚相談員を廃止する。……………（昭和61年度）

　　O松代町母子保健推進委員の数を削減する。……………（昭和61年度）

　　o学校適正規模の合理化を図る。

　　◎昭和56年松代町行財政調査委員会において見直ししたもの
　　　o教育委員会事務局を総合センター、総合体育館等の統轄管理の必要性から総合的事務室として総合センターに設置した。

　　　o広報紙担当係を公民館から総務課へ移行した。

　　　○行政相談と自衛隊業務を社会課から総務課へ移行した。

　　　○治山業務を建設課から産業課へ移行した。

　　　o職業担当を社会課から産業課へ移行した。

o社会課の国民年金事務を同課の社会福祉係へ移行した。

○社会課の老人保健業務を保健衛生係へ移行した。

o自動車臨時運行許可事務を社会課から税務課へ移行した。

○青少年健全育成事務を社会課から教育委員会へ移行した。



“””“III”ll”III7”1””iIIlllll”川　こうほう・まつだい（10月号）IlmII“1”1“1”IIII“Ill“IIIll““Ill“IllII““III“IIllIIIMIIII”IIIll“III“III川1”ll川IlllllIll“llll川iIIII“IIIlllllll川Ill川lll“IllIll“”IlllllllIlll“llIII川Ill”lllII

六
ペ
ー
ジ
よ
り

　（3）定員管理の適正化

　　○定員3％（3名）を削減する。・………・・…（昭和62年度まで）

　（4）民間委託、O　A化等の事務改善の推進

　　○除雪業務の一部を民間委託する。……………（昭和62年度）

　　O　O　A化の事務改革を図る。

　（5）公民館等公共施設の設置及び管理運営の合理化

　　○松代町克雪管理センター（室野）施設の管理運営については受益集落に委託する。……（昭和62年度）

　　◎同上については、昭和56年行財政調査委員会及び昭和53年当時より審議されている。

3．むすび
　　松代町といたしましても、今後の財政は公債費等の義務的経費をはじめ、住民の求める行政需要に応える

　ための歳出増を見込まなければならぬ反面、その他経済環境からして、地方税や地方交付税など、いわゆる

　一般財源の大巾な増収は期待できないものとみられ、引き続き財源不足の状況下で推移することは避けられ
　ない。

　　このような情勢にあるときこそ、限られた財源を有効に配分するため、事業事務の優先度を厳しく選択し、

　勇気を揮ってこれを実行し、行政改革を推進することが求められていると思います。

　　また行政改革は、事務事業の見直し、組織・機構の簡素合理化等、その改革に努力されなければならない

　ことは当然のことではあヒ）ますが、松代町の行政の一体性を確保するの見地から、行政改革のそれぞれの施

　策によケ）節減、または廃止等を検討することのみが改革の本意とするものではない。

　　節減経費の使途は建設的事業に、また過疎・辺地対策充実強化の観点から3力年の計画による松代町地域
　防雪体制整備事業をその地域と相提携して、豪雪冬期間における定住環境の確保に投資するものであ1）ます。
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あ
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帰
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ら
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。
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8
ぺ
ー
ジ
よ
り

合
と
な
り
、
約
百
年
の
間
に
倍
増
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
部
落
が
発
展

し
開
田
が
進
ん
だ
こ
と
を
意
味
し
て

お
り
、
文
政
五
年
（
一
八
二
二
年
）

に
は
、
百
二
十
九
石
九
斗
九
升
四
合
、

戸
数
五
十
一
戸
と
い
う
検
地
結
果
も

記
録
さ
れ
て
い
る
。
徳
川
中
期
か
ら

末
期
に
か
け
て
、
こ
の
地
域
が
飛
躍

的
に
発
展
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
明
治
五
年
（
一
八
七
一
年
）
の
千

年
村
の
戸
数
は
六
十
八
戸
で
あ
っ
た
。

　
ち
な
み
に
当
時
、
松
代
村
百
四
十

三
戸
、
犬
伏
村
七
十
五
戸
、
蓬
平
村

六
十
八
戸
、
蒲
生
村
八
十
四
戸
、
儀

明
村
七
十
九
戸
な
ど
で
、
松
代
を
除

い
て
は
現
在
と
略
々
大
差
な
い
。

　
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
年
）
に
川

浦
代
官
所
へ
庄
屋
交
代
の
願
出
が
な

さ
れ
、
当
時
の
庄
屋
寅
蔵
が
権
力
の

座
か
ら
無
理
矢
理
に
引
き
落
さ
れ
た

記
録
も
あ
っ
て
、
千
年
部
落
に
お
け

る
庄
屋
の
交
代
が
、
相
当
頻
繁
に
行

わ
れ
た
と
い
う
古
老
の
語
り
継
ぎ
が

裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。
願
出
人
は
、

百
姓
甚
右
衛
門
、
真
助
、
四
郎
右
衛

門
の
三
名
で
、
千
年
村
四
十
七
人
代

兼
と
記
さ
れ
て
い
る
。
何
時
の
時
代

に
お
い
て
も
、
権
力
闘
争
の
葛
藤
が

繰
り
返
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
想
像

に
難
く
な
い
よ
う
だ
。

　
千
年
部
落
で
他
に
紹
介
で
き
る
も

の
と
し
て
、
八
幡
神
社
（
祭
神
応
神

天
皇
）
は
、
永
録
五
年
（
一
五
六
三

年
）
の
創
立
と
さ
れ
て
い
る
が
、
明

治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
年
）
に
社

殿
焼
失
に
よ
っ
て
再
建
の
際
、
戸
隠

社
、
松
苧
社
、
神
明
社
を
合
祀
し
て

現
在
に
至
っ
た
。
こ
れ
ら
の
各
社
は
、

そ
れ
ぞ
れ
各
氏
の
祭
神
で
あ
っ
た
が

詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
。
八
幡
神
社

の
懸
額
の
な
か
に
、
明
治
の
三
舟
と

い
わ
れ
た
山
岡
鉄
舟
の
書
が
あ
る
。

雄
渾
な
筆
致
は
剣
豪
の
面
目
躍
如
た

る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
家
号
久

八
の
四
男
で
武
田
音
吉
氏
が
鉄
舟
に

奉
公
し
て
い
て
帰
郷
の
際
に
書
い
て

も
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
音
吉

氏
は
後
に
林
音
吉
と
な
り
、
東
京
高

島
屋
の
初
代
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
次
に
千
年
の
堂
（
普
門
庵
）
は
、

天
保
六
年
（
一
八
三
六
年
）
の
建
築

と
言
わ
れ
、
曹
洞
宗
に
属
し
て
い
る
。

宝
物
と
し
て
、
曹
洞
宗
の
開
基
道
元

禅
師
の
一
代
を
画
い
た
。
長
さ
二
七

四
糎
幅
一
四
一
糎
の
掛
軸
二
双
が
所

蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
絵
は
、
京
都

の
絵
師
狩
野
繁
信
が
三
年
の
歳
月
を

費
し
て
、
嘉
永
七
年
（
一
八
五
五
年
）

に
完
成
し
た
極
彩
色
の
絵
で
あ
る
。

　
こ
の
絵
に
は
、
次
の
よ
う
な
物
語

が
伝
っ
て
い
る
。
千
年
の
某
家
の
娘

　
せ
げ
ん

が
女
街
に
さ
ら
わ
れ
て
、
京
都
で
遊

女
に
売
ら
れ
毎
日
辛
い
勤
め
を
さ
せ

ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
狩
野
繁
信
が

見
染
め
身
受
け
し
て
妻
に
迎
え
た
。

妻
と
な
っ
て
生
活
が
安
定
す
る
に
つ

れ
、
生
れ
故
郷
に
対
す
る
思
慕
の
念

も
だ
し
難
く
、
悶
々
た
る
様
子
に
繁

信
は
あ
わ
れ
を
感
じ
、
妻
を
伴
っ
て

は
る
ば
る
千
年
に
や
っ
て
来
た
が
、

妻
の
生
家
は
貧
し
く
、
普
門
庵
に
仮

寓
し
て
接
待
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ

た
。
繁
信
は
そ
の
恩
義
に
報
い
る
た

め
、
道
元
禅
師
の
生
涯
を
、
縦
三
十

糎
横
二
十
一
糎
区
画
で
六
十
八
枚
に

納
め
、
自
ら
表
装
し
て
寄
進
し
た
。

　
ひ
た
む
き
に
仏
画
に
取
り
組
む
、

繁
信
の
姿
は
村
人
に
感
動
を
与
え
、

篤
志
家
が
現
わ
れ
援
助
の
手
を
さ
し

の
べ
た
よ
う
で
あ
り
、
軸
の
裏
面
に

は
、
当
庵
主
連
林
尼
代
、
庄
屋
林
左

衛
門
、
組
頭
寅
蔵
、
百
姓
代
文
左
衛

門
等
の
名
が
連
ら
ね
ら
れ
て
い
る
。

町
の
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
お
り
、

一
見
に
値
す
る
逸
品
で
あ
る
。

　
最
後
に
千
年
部
落
の
現
況
に
つ
い

て
付
言
す
る
。
松
代
に
近
い
と
い
う

地
の
利
が
あ
っ
て
、
官
公
庁
関
係
で

役
場
の
十
三
名
を
は
じ
め
、
農
協
、

消
防
署
、
病
院
等
で
十
三
名
が
勤
め

て
お
り
、
土
建
業
、
工
場
、
商
店
等

に
も
三
十
三
名
が
常
勤
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
七
十
三
世
帯
の
八
十
パ
ー

セ
ン
ト
に
及
び
、
生
活
の
基
盤
が
安

定
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
ま
た
、

千
年
に
は
川
端
商
店
と
い
う
特
異
の

存
在
が
あ
る
。
〆
縄
づ
ぐ
り
、
銀
杏
、

生
花
用
ガ
ン
ソ
ク
等
幅
広
く
地
元
産

物
の
集
出
荷
に
よ
っ
て
、
首
都
圏
の

市
場
に
確
固
た
る
地
位
を
築
き
、
主

婦
や
老
人
の
冬
季
問
の
副
業
収
入
に

大
き
く
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
集
荷

場
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
i
的

な
役
割
も
果
し
、
活
況
を
呈
し
て
い

る
こ
と
を
申
し
添
え
て
筆
を
置
く
。

饗
騨
熱

馬
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、
心
嚢
鱗

義
き
究
萎
｝
葦
き
’
、
奪

　　　　　　　　　蓬　　　　　　　　藁　　　　　　暴　　　　難嚢
　　嚢榊譲

聾
き
き
譲
き
　
肇
萎
護

跡

蓮

藷

、
灘
嬬

・
鱒

蓼
馨
嚢

柵

㌔剛

、
鍔
翻
劃
瓢
．

　
　
ノ

鑛

縫

灘灘

蕪霊

　
鱗
襟
灘
識
慰
隷
織
藩
羅
癒
購
綴
難
　
㎜
｝

羅
㌶
一
、
｝
一
．
蒙
一
．
総
難
簿
淑
皿
獅
熱
、
露
漁
溝
繋
｝
一
　
　
壌
　
心
滅
譲
盗
　
漫
．
“
．
勤
齢
．
羅
綴
鋤
熱
｝
餐
膏
羅
　
一
　
｛
　
難
“
㎜

…
撫
熱
雛
一
．
篠
蒙
撒
薫
一
髪
　
擁
鷺
へ
舞
誰
難
｝
｝
藩
“
熱
糞
一
蔚
華
漣
　
撫
…
…
矯
熊
蕩
薫
一
熟
鑓
締
羅
“
守
｝
、
鋤
鑛
縷
驚

　
犬
伏
松
苧
太
鼓
を
子
ど
も
達
が
打

つ
様
に
な
っ
て
か
ら
七
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
犬
伏
に
、
松
代
町
に
ど
っ

か
り
と
根
を
お
ろ
し
た
松
苧
太
鼓
は

お
か
げ
様
で
沢
山
の
人
々
に
さ
さ
え

ら
れ
て
忙
し
い
一
年
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。

　
練
習
は
定
例
練
習
日
が
週
一
回
、

七
時
か
ら
九
時
ま
で
の
二
時
間
、
十

五
分
間
の
休
み
の
他
は
、
殆
ど
練
習

の
時
間
だ
か
ら
子
ど
も
に
は
き
つ
い

事
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
休
み
の
お
や

つ
が
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
一
個
、
そ
の

ア
イ
ス
を
み
ん
な
で
食
べ
る
の
が
楽

し
く
て
た
ま
ら
な
い
ら
し
く
て
大
変

な
は
し
ゃ
ぎ
様
で
す
。
今
は
ア
イ
ス

位
自
分
で
買
え
る
し
、
い
つ
で
も
親

が
買
っ
て
く
れ
る
が
こ
の
時
の
ア
イ

ス
は
又
違
う
ら
し
く
て
大
人
の
我
々

に
は
想
像
も
つ
か
な
い
ほ
ど
大
切
な

も
の
ら
し
い
。

　
松
苧
太
鼓
の
子
ど
も
達
は
四
才
か

ら
十
六
才
ま
で
の
男
子
十
六
人
で
高

学
年
が
低
学
年
を
指
導
し
て
く
れ
て

い
る
。
高
学
年
の
子
ど
も
達
は
小
さ

い
頃
青
年
会
に
指
導
し
て
も
ら
っ
た

事
を
今
度
は
低
学
年
に
指
導
し
て
や

る
ん
だ
と
う
れ
し
い
事
を
言
っ
て
く

れ
ま
す
。
低
学
年
は
高
学
年
に
よ
っ

て
き
た
え
ら
れ
、
高
学
年
は
低
学
年

を
優
し
い
心
で
指
導
す
る
の
で
す
。

　
練
習
は
頭
と
体
で
し
っ
か
り
覚
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
単
調
な
事

を
く
り
か
え
し
く
り
か
え
し
練
習
し

い
や
に
な
る
程
や
ら
せ
ま
す
。

　
一
つ
の
事
に
徹
す
る
心

　
最
後
ま
で
や
り
通
せ
る
心

　
い
や
に
な
っ
て
も
ガ
マ
ン
で
き
る

心
　
そ
ん
な
心
を
子
ど
も
達
に
も
っ

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
練
習
は
き
び
し
く
や
っ
て
い
る
つ

も
り
で
も
練
習
を
楽
し
ん
で
い
る
子

ど
も
達
に
は
き
び
し
い
と
は
感
じ
て

い
な
い
よ
う
で
す
。
そ
し
て
こ
の
土

地
の
子
ど
も
達
に
欠
け
て
い
る
競
争

心
を
松
苧
太
鼓
の
練
習
を
通
し
て
起

こ
さ
せ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

自
分
が
出
来
ず
に
で
っ
か
い
涙
を
ポ

ロ
ポ
ロ
と
こ
ぼ
し
な
が
ら
た
た
い
て

い
る
子
ど
も
達
を
見
る
と
胸
が
熱
く

な
る
思
い
が
し
ま
す
。

　
こ
ん
ち
く
し
ょ
う
！
　
と
思
う
か

ら
一
生
懸
命
に
な
れ
ま
す
。
人
に
負

け
た
く
な
い
と
思
う
か
ら
力
一
杯
た

た
け
ま
す
。
こ
の
子
ど
も
達
を
さ
さ

え
て
く
れ
て
い
る
沢
山
の
人
々
が
い

ま
す
。
松
代
の
有
志
の
方
々
、
犬
伏

の
青
年
会
、
犬
伏
部
落
の
方
々
、
そ

し
て
子
ど
も
達
の
お
父
さ
ん
、
お
母

さ
ん
の
熱
い
思
い
を
一
杯
に
受
け
子

ど
も
達
は
い
つ
も
力
一
杯
太
鼓
を
打

っ
て
い
ま
す
．

　
世
の
波
に
お
し
流
さ
れ
人
々
は
画

一
化
さ
れ
個
性
が
持
ち
に
く
い
現
在
、

少
し
で
も
大
人
に
な
っ
て
か
ら
本
当

の
自
分
を
太
鼓
の
中
か
ら
感
じ
て
く

れ
た
ら
う
れ
し
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。

過
疎
が
進
み
子
ど
も
が
少
な
く
な
る

今
、
こ
ん
な
に
も
す
ば
ら
し
い
犬
伏

の
未
来
を
に
な
う
子
ど
も
達
が
太
鼓

を
通
し
て
活
動
し
て
い
る
事
は
、
犬

伏
に
と
っ
て
何
に
も
か
え
が
た
い
財

産
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て

子
ど
も
達
は
、
私
達
を
さ
さ
え
て
く

れ
る
か
け
が
え
の
な
い
宝
物
な
の
で

す
。　

子
ど
も
達
を
、
松
苧
太
鼓
を
さ
さ

え
て
く
れ
て
い
る
沢
山
の
人
々
の
尚

一
層
の
御
指
導
と
御
協
力
を
賜
わ
る

事
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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お
じ
ゃ
ま
し
ま
す

㈱
司
工
務
店
電
子
部

罐
纏

　
秋
の
日
に
は
暖
か
い
昼
さ
が
り
、

大
正
医
院
前
か
ら
7
0
m
ほ
ど
入
っ
た

と
こ
ろ
に
あ
る
、
司
電
子
工
場
を
お

じ
ゃ
ま
し
ま
す
。
　
（
事
務
所
の
二
階

が
工
場
に
な
っ
て
い
る
。
操
業
開
始

は
昭
和
5
9
年
7
月
）

　
手
作
業
の
仕
事
を
拝
見
し
、
そ
の

後
、
奥
さ
ん
か
ら
説
明
を
受
け
る
こ

と
に
し
た
。

　
製
造
さ
れ
て
い
る
の
は
、
自
動
車

の
ワ
イ
パ
ー
、
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
、
エ

ア
コ
ン
な
ど
の
切
替
ス
イ
ッ
チ
で
、

（
差
し
込
み
部
分
が
つ
い
て
い
る
）

製
品
の
大
き
さ
は
手
の
中
に
入
る
ほ

ど
の
も
の
、
専
門
の
単
語

が
飛
び
だ
し
て
き
て
通
訳

が
必
要
で
あ
る
。

　
内
職
に
だ
さ
れ
て
（
町

内
3
カ
所
）
中
途
ま
で
完

成
し
た
製
品
が
、
幅
1
0
㎝

ほ
ど
の
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア

に
乗
っ
て
動
き
始
め
た
。

　
従
業
員
1
6
名
（
内
男
子

1
名
）
は
揃
い
の
ユ
ニ
ホ

ー
ム
姿
で
、
ハ
ン
ダ
付
を

す
る
人
、
端
子
に
細
い
コ

イ
ル
を
（
2
回
）
ま
き
付

け
る
人
、
手
さ
ば
き
（
早

　
　
　
　
　
　
さ
）
は
、

い素
o晴
　　ら

　　し

　
一
日
7
千
個
の
製

品
（
完
成
品
）
が
出

来
あ
が
り
、
柿
崎
の

工
場
へ
運
ば
れ
る
。

　
勤
務
時
間
と
苦
労

話
に
つ
い
て
伺
う
こ

と
に
し
た
。

　
勤
務
時
間
は
8
時

10

分
か
ら
5
時
ま
で

と
の
こ
と
、
製
品
は
、

ほ
こ
り
を
嫌
う
も
の

で
す
か
ら
…
、
エ
ア

コ
ン
で
な
い
と
ダ
メ

な
ん
で
す
と
言
い
な

が
ら
、
奥
さ
ん
は
エ

ア
コ
ン
の
ス
イ
ッ
チ

を
押
し
た
。

騎
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生濾学習の

　　．．．蒔代

獣　　　　　　　　　　7

P瓢

　
昭
和
六
十
年
は
「
国
連
婦
人
の
十

年
」
の
最
終
年
に
あ
た
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
男
女
平
等
の
推
進
、
経
済
・

社
会
・
文
化
へ
の
婦
人
の
参
加
、
な

ど
を
世
界
的
な
規

模
で
行
う
た
め
の

期
間
と
し
て
、
昭

和
五
十
年
の
「
国
際

婦
人
年
」
を
き
っ

か
け
に
設
け
ら
れ

た
も
の
で
す
。

婦人と生涯学習

意
欲
は
、
か
な
り
の
高
ま
り
を
み
せ

て
い
ま
す
。
総
理
府
の
「
婦
人
に
関

す
る
世
論
調
査
（
昭
和
五
十
九
年
）
」

に
よ
る
と
、
三
人
の
う
ち
二
人
（
六

五
％
）
が
、
「
結
婚
、
出
産
後
も
継
続

し
て
勤
め
る
」
　
「
結
婚
や
出
産
で
一

時
期
家
庭
に
入
り
、
そ
の
後
、
再
就

職
す
る
」
と
い
っ
た
積
極
的
な
職
業

観
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
い
ま
婦
人
た
ち
は
、

自
己
の
能
力
や
適
性
を
生
か
し
、
仕

事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
通

し
て
充
足
感
の
あ
る
人
生
を
歩
み
始

め
て
い
ま
す
。

　
婦
人
の
社
会
参
加
に
対
す
る
意
欲

学
習
で

生
き
が
い
の
発
見
を

　
婦
人
の
社
会
参
加
は

　
　
　
　
　
　
ま
す
ま
す
進
む

　
今
日
の
婦
人
の
生
活
は
、
大
き
く

変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
平
均
寿
命

が
延
び
て
、
人
生
八
十
年
と
い
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
う
え
子
供
の

数
が
少
な
く
な
っ
た
た
め
に
、
子
育

て
を
終
え
て
か
ら
の
期
間
が
以
前
に

比
べ
て
ず
っ
と
長
く
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
自
由
時
間
が
増
え
た
こ
と

や
、
学
歴
が
高
く
な
っ
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
社
会
参
加
に
対
す
る
婦
人
の

は
、
同
時
に
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
習

し
よ
う
と
す
る
機
運
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

　
学
習
は

　
資
質
や
能
力
を
向
上
さ
せ
る

　
で
は
、
婦
人
が
自
ら
の
資
質
や
能

力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
学
習
の
機

会
に
は
、
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
の
で

　
　
　
ン
　
　

し
よ
う
カ

灘
婦
人
学
級
、
婦
人
講
座

　
市
町
村
で
は
、
婦
人
問
題
や
家
庭

の
生
活
設
計
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
内

容
の
学
級
、
講
座
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
昭
和
五
十
八
年
度
に
は
、
全
国

で
約
三
万
四
千
の
学
級
や
講
座
が
開

か
れ
、
百
五
十
万
人
以
上
の
婦
人
が

参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
目
指
す
人

の
た
め
の
講
座
で
、
毎
年
約
一
万
人

の
婦
人
が
受
講
し
て
い
ま
す
。
都
道

府
県
や
市
町
村
で
は
、
講
座
修
了
者

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
場
を
紹
介

す
る
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

難
専
修
学
校
、
職
業
訓
練
機
関
、
社

会
通
信
教
育

　
仕
事
に
直
接
結
び
つ
く
、
知
識
や

技
術
の
修
得
に
は
最
適
で
す
。

　
　
　
　
放
送
大
学

　
比
較
的
高
度
な
学
習
を
必
要
と
す

る
人
は
、
大
学
を
利
用
さ
れ
た
ら
い

か
が
で
し
ょ
う
。
一
般
の
受
験
生
と

は
別
に
、
社
会
人
の
た
め
の
入
学
者

選
抜
の
制
度
を
設
け
る
大
学
が
増
え

て
き
ま
し
た
し
、
大
学
の
公
開
講
座

は
、
全
国
で
約
二
千
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
を
使
っ

て
家
庭
で
大
学
の
授
業
を
受
け
ら
れ

る
放
送
大
学
も
今
年
の
四
月
に
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
昭
和
六
十
年
度
第

一
学
期
の
入
学
者
（
一
万
八
千
六
百

五
十
人
）
の
ほ
ぽ
半
数
は
婦
人
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
の

機
会
は
、
生
き
が
い
の
発
見
に
大
い

に
役
立
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
フ
ラ
ッ

霧
．
勃

。
』
㌧

・
錘

い

麟家膜轟鶴圓魏鎗自転車編

“

1κ

》

讐

●長さ…荷台の長さ＋30cmまで

●幅……荷台の幅＋30cmまで（片1則／5cmまで）

●高さ…荷台に乗せた荷物が＼地上から2m

　　　　を超えないこと

　制限内の荷物でも．しっかり固定させず、

片手で荷物を押さえ＼もう一万の手だけで運

転するのは絶対にやめてください。荷物はし

っかり固定させ＼必ず両手で運転をしましょ
う。

荷
物
を
積
む
と
き
も

　
　
　
　
　
　
　
規
則
が
あ
り
ま
す

　自転車に重い荷物を積んで￥フラフラしな

がら走っていると．思わぬ事故を起こしかね

ません。

　自転車に荷物を積むときにも規則があるこ

とはご存じですか。荷物の重さ．幅、高さに

ついての制限があります。

●重さ…荷台のある自転車の場合．30K9を超

　　　　えな1いこと

　　　　荷台の長さに荷台の幅に
　　　フちス30c頂以下プラヌ。左右15cm

ま　　　一＿燃以下｝主里ld、

30kg以下 一
2πし

以下

← 一咽／

、
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担任教師との関係が
　　　　スムーズにいかない
「先生が好きになれない」
　　　　　　　　か・とー　担任教師との心理的な葛藤が、親に対する反抗という形で表

面化する一一少年期から青年前期（思春期）にかけての子供に

は、とりたてて珍しいことではありません。

　ただ、気をつけたいのは“反抗”の原因が学校生活にあるこ

とを子供自身はもちろん、親も自覚していないケースが多いこ

とです。先生との関係について、自分の思っていることを直接

先生にぶつけることのできる子は、家庭で親にあたったりはし

ません。それができないから、そのモヤモヤが両親に対する反

抗的態度となって表れるのです。子供の言動の背景を見誤らな

いようにしたいものです。単なる親への反発とみて子供を追い

詰めたりすると、問題をよりこじれさせ、ひいては非行に追い

込む結果を招かないとも限りません。

■気持ちがエスカレートする前に

　　　　　　　　　　親子の話し合いを

　「先生は耳を貸そうとしない。相談したいと思っていたのに、

無視された。頭にくるぜ。何か言えば、言い訳するなってすぐ

どなる……」

　「クラス皆の前で恥をかかされ、侮辱された。オレをなんだ

と思っているんだ」

　こうした出来事がきっかけになって、生徒は、先生との間に

略心の溝”を感じていくことが多いようです。これがさらに高

じてくると、　「先生なんて皆勝手なんだ」になり、　「大人は信

用できない」と次第にエスカレートし、世の中の大人全般に対

して心情的な反抗心を抱いてしまうこともあります。そうなら

ないうちに、子供の気持ちを受けとめ、一緒になってモヤモヤ

を解きほぐしてあげるようにしたいものです。その際、あくま

でも担任教師と子供との間の個人的な問題にとどめながら、”こ

れも人生勉強の一つ”ぐらいに考えて親子の話し合いがもてれ

ば、これにまさるものはないと思います。

■先生と子供の関係に影響を与える

　　　　　　　　　家族構成の変化

　かつて兄弟姉妹の数が多かったころは、子供たちの世界にも、

よりはっきりした競争の原理が働いていました。勝ったときの

満足感と同時に敗者の屈辱感も味わい、それに耐える訓練を受

けて育ったものです。

　ところが、最近のように子供の数が減り、例えば男一人女一

人といった“少子化ケ時代になれば、それぞれが“お山の大将”

で、略敗者の心情”を味わうことなく成長します。年上の兄にか

らかわれたり、時には“言葉の暴力”に耐えながら育つという

経験が、今の子供にはほとんどありません。こうした家族構成

の変化が先生と子供たちとの関係に色濃く影響し、その心理的

葛藤をよりこじれさせているのではないでしようか。

　子育ての過程で改めて考えなければならない重要なテーマと

いえます。

〔指導〕岩佐壽夫・前警視庁世田谷少年センター・カウンセラー

／
”
へ

z

　
衆
議
院
議
員
、
参
議
院
選
挙
区
選

出
議
員
、
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の

議
員
が
選
挙
の
期
日
か
ら
三
ケ
月
以

内
に
死
亡
な
ど
に
よ
り
欠
員
が
生
じ

た
場
合
は
、
法
定
得
票
数
を
得
て
当

議
員
又
は
長
の

　
　
欠
け
た
場
合
の
繰
上
げ
補
充

選
挙
ひ
と
く
ち
メ
モ

⑨

選
人
と
な
ら
な
か
っ
た
者
（
次
点
者
）

が
繰
上
げ
当
選
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
同
点
者
で
く
じ
に
よ
り
当

選
人
と
な
ら
な
か
っ
た
者
が
あ
る
場

合
は
任
期
期
間
中
繰
上
げ
補
充
さ
れ

ま
す
。

　
地
方
公
共
団
体
の
長
に
つ
い
て
は

同
点
者
で
く
じ
に
よ
り
当
選
人
と
な

ら
な
か
っ
た
者
が
あ
る
場
合
の
み
繰

上
げ
補
充
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
繰
上
げ
は
任
期
間
中
で
あ
れ

ば
い
つ
で
も
行
わ
れ
ま
す
。

魔
o

Q

丞

　
家
庭
は
、
子
供
の
人
格
形
成

に
と
っ
て
最
も
基
本
的
な
役
割

を
果
た
す
場
で
す
。
子
供
が
自

主
性
と
存
在
感
を
持
ち
、
愛
情
、

公
共
心
、
責
任
感
な
ど
を
培
え

る
よ
う
、
親
子
の
触
れ
合
い
や

対
話
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

家
庭
は
非
行
の
“
防
披
堤
∬
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第
三
号
被
保
険
者
の
届
出
の
お
願
い

　
さ
き
ほ
ど
、
国
民
年
金
法
が
改
正

さ
れ
、
来
年
四
月
か
ら
新
し
い
国
民

年
金
制
度
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
改
正
で
、
厚
生
年
金
ま
た

は
船
員
保
険
の
加
入
者
で
あ
る
夫
に

よ
っ
て
扶
養
さ
れ
て
い
る
奥
さ
ん
は
、

保
険
料
を
納
め
な
く
て
も
基
礎
年
金

等
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
（
こ
れ
ら
の
方
の
保
険

料
は
夫
の
加
入
す
る
年
金
制
度
か
ら

ま
と
め
て
納
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
）
。
こ
の
よ
う
な
被
保
険
者
は
第

三
号
被
保
険
者
と
い
い
、
市
町
村
に

届
け
出
て
確
認
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
今
回
、
こ
れ
に
該
当
す
る
か
ど
う

か
を
確
認
す
る
処
理
が
行
わ
れ
ま
す

の
で
、
該
当
さ
れ
る
方
は
必
ず
届
出

し
て
い
た
だ
く
よ
う
ご
協
力
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
尚
、
今
回
、
共
済
組
合
の
組
合
員

の
奥
さ
ん
や
、
老
齢
・
退
職
年
金
を

受
け
て
い
る
人
の
奥
さ
ん
に
も
届
書

が
送
付
さ
れ
ま
す
が
、
届
出
し
て
い

た
だ
く
必
要
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
届
出
の
し
か
た

　
現
在
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
さ

れ
て
い
る
皆
さ
ん
に
「
国
民
年
金
任

意
加
入
被
保
険
者
現
況
届
書
」
　
（
以

下
「
現
況
届
書
」
と
い
う
）
の
用
紙

と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
社
会
保
険
庁
か

ら
、
十
月
下
旬
に
送
ら
れ
て
き
ま
す

の
で
、
次
の
①
、
②
、
③
の
い
ず
れ

に
も
あ
て
は
ま
る
方
は
届
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

①
夫
が
、
厚
生
年
金
か
船
員
保
険
の

　
加
入
者
で
あ
る
こ
と
。

②
夫
が
、
大
正
十
年
四
月
二
日
以
後

　
に
生
れ
た
方
で
あ
る
こ
と
。

③
あ
な
た
が
、
夫
の
健
康
保
険
の
被

　
扶
養
者
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。

　
こ
の
①
、
②
、
③
の
い
ず
れ
に
も

あ
て
は
ま
る
方
は
、
　
「
現
況
届
書
」

に
所
定
事
項
を
記
入
し
、
夫
の
勤
務

先
で
確
認
を
受
け
た
う
え
、
役
場
の

国
民
年
金
係
に
十
一
月
二
十
二
日
ま

で
に
提
出
し
て
下
さ
い
（
郵
送
で
も

か
ま
い
ま
せ
ん
）
。
な
お
、
夫
の
勤
務

先
で
の
確
認
を
受
け
な
い
場
合
に
は
、

次
の
書
類
を
添
え
て
役
場
の
国
民
年

金
係
へ
指
定
す
る
日
に
持
参
願
い
ま

す
。　

一
、
健
康
保
険
被
保
険
者
証

　
二
、
夫
の
年
金
手
帳
（
又
は
厚
生

　
　
　
年
金
保
険
被
保
険
者
証
）

　
提
出
し
て
い
た
だ
く
日

　
松
代
地
区
　
　
n
月
1
日
～
9
日

螺
塗
n
月
n
晃
日

※
電
話
に
よ
る
照
会
は
混
乱
が
予
想

　
さ
れ
ま
す
の
で
ご
遠
慮
下
さ
い
。

騰難藍
“鞭

　σ’　θ　●●
　レv》v、へゆ　資鷲

．
緯

物
筍

　
　
　
0

動
　
”
ん
2
0
々
⑳

塒の交通事故防

く交通安全夕暮れ作戦〉

夕
真
”
れ
β
ゆ
ご
慧
吉
側
“

日
ご
耀
認
甕

Φ
ず
場
轟
隻
隻
轟
塑
欝

勧
O

雀
デ
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協嚢長杯争奪

講麟i§繋撫ン大会

の馨蘂内

今日も
　　今夜も

樗櫨いのは“溝したつもり．

　　　　と“，消えたはず，，」

の用、心

防災
シリーズ⑪

時
場
目

日
会
種

参加料

申込先

11月10日（日）午前8：30開始

松代町総合体育館

a男子Aランク　ダブルスシングル

b男子B　〃　　　〃　　　〃

c女子Aランク　　〃　　　〃

d女子Bランク　　〃　　　〃

e混合ダブルス
f小中学生　シングル

ー般ダブルス1組　700円
　　　シングルス　　　300円

高校生ダブルス1組　500円
　　　　シングルス　　　200円

小中学生　1人100円

松代町総合体育館内

　　　　　　　（電話⑦3752）

バドミントン協会事務局

　　　　　　関谷　信一郎

　　　中
　
　
　
　
　
　
　
　
九
月
受
付
分

げ
ん
き
な
よ
い
子
に
（
誕
生
）

村
裕
子
　
父
義
郎
　
母
郁
子

（
二
女
・
松
代
・
善
宗
塚
住
宅
）

　
　
　
　
　
　
　
　
／

凹
ぴ
厭

児
籍
の
窓
ロ

電話は確実にI　I9番へ

　「早く来て！」　「火事ッ」　「燃えてる」

　こんなふうな言葉を絶叫したり、ふるえ声で訴えたりする

だけでガチャッと電話を切ってしまう人も少なくないそうで

す。通話時間が極端に短かいので逆探知もできず、119番

の消防官は本当に困ってしまうそうです。　時にはそれが、

110番にかかって来て警察官も困惑するそうです。

　どんなにあわてていても、気がせいていても、自分の住所

を○○と告げなければな

セ）ません。近所の火事で

も、なにもその家の所番

地を必ず言わなければな

らないというものではあ

りません。要するに、消

防車に来てもらうのです

から『どこ』を言うこと

です。

　また、電話の向こうの

係官の問いかけに応じて

答えれば、通報は完壁で
す。

佐
藤
作
榮
　
79
歳
儀
明
な
か
づ
ん
ね

柳
　
テ
イ
　
7
3
歳
　
松
代
　
清
吉

鈴
木
マ
サ
ミ
77
歳
　
松
代
　
ど
や

春
マ

キ
v
て

阜
＜
－

　
　
粛

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
（
死
亡
）

嬉ミ
群1

◎早口で絶叫するため、内容がよく分らない電話。

◎気が動転していて、火事？救急？場所は？といくら問

　いかけても話の出来ない人。

◎驚きのあまり、自分の住所をど忘れしてしまって、し

　き｝）に焦るばかりの人。

◎火災の通報には、非常ベルや火災報知器もあるし、大

　声で近所に知らせる方法もある。自分で119番をす

　ることだけが通報ではないので、“119＝電話”にこ

　だわって初期消火のチャンスを逃がさないようにしま

　しょう。

◎近所への通報は「火事だ一ッ」とか「救急車を呼んで

　ッ」とか、大声で知らせましょう。

◎協力を求められた近隣はすぐさま119番に通報を。
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　　　　　文

芸
一一ρ一＝＝二一　　、ζ

畿竃酸
　　　　，　　　　『

繋
　　　　㌧’

　　　　　　ゴ郵
　　　＿一

短
歌
恋
　
蝶

　
　
　
　
　
下
山
　
埋
れ
木

ひ
　
と

他
人
の
身
を
あ
や
め
て
ま
で
も
吾
が

幸
を
保
た
ん
故
か
あ
さ
ま
し
き
世
や

老
い
た
り
し
弱
視
の
わ
れ
の
ま
な
か

い
に
恋
す
る
蝶
か
も
つ
れ
翔
ぶ
見
ゆ

朝
顔
は
明
日
咲
く
い
の
ち
貯
え
て

大
輪
咲
き
て
ひ
と
日
終
わ
れ
り

ひ
ね
も
す
を
家
の
周
り
の
草
引
き
て

事
足
る
幸
を
ふ
と
佗
び
し
め
り

よ
　
　
も
　
　
カ

四
方
澗
れ
て
澗
れ
て
は
な
ら
ぬ
人
ま

で
も
慈
雨
恵
ま
れ
よ
あ
め
つ
ち
の
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ず

お
盆
客
総
立
ち
に
し
て
閑
か
な
り

　
　
　
う
か
ら

疲
れ
し
家
族
戸
惑
い
て
見
ゆ

し

ぶ
み
句

会

い
　
か

鳥
賊
釣
火
連
絡
船
の
灯
は
暗
し

雑
魚
寝
し
て
孫
の
寝
顔
の
汗
を
拭
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

倒
れ
た
る
案
山
子
に
雨
の
日
が
続
く

風
爽
や
か
西
か
ら
東
飛
行
雲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

　
　
　
　
　
　
　
か
ま
ち

ち
ち
ろ
鳴
く
上
り
椎
に
腰
を
据
え

倒
れ
稲
無
情
の
雨
の
尚
つ
づ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水

稲
を
刈
る
女
人
足
口
達
者

雲
の
足
な
か
な
か
遅
し
十
三
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅

茶

観
音
堂
参
れ
ば
萩
の
花
に
触
れ

枝
豆
を
つ
ま
み
昔
を
語
り
継
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

嵐
き
て
ふ
く
べ
の
棚
を
気
遣
え
り

秋
分
や
ぼ
た
餅
腹
で
昼
寝
を
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
　
沙

天
高
く
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
音
冴
え
て

豊
年
の
稲
穂
の
重
さ
掌
に
応
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
　
仙

　
　
　
　
　
　
は
　
さ
　
ぱ

脱
穀
も
終
わ
り
稲
架
場
に
藁
を
売
る

日
和
り
し
て
見
渡
す
限
り
芒
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
元

秋
空
の
う
つ
ろ
い
や
す
き
朝
の
雨

夏
去
れ
ば
夜
は
虫
の
音
に
色
ど
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
　
根

ぴ
た
と
止
み
又
鳴
き
出
づ
る
虫
の
宿

方
丈
が
手
に
ひ
と
掴
み
茗
荷
の
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

踊
り
子
の
打
つ
手
に
揃
う
踊
か
な

な
な
か
ま
ど
実
の
紅
濃
ゆ
し
ハ
バ
ロ

フ
ス
ク
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

蒲
生
句
会

雫
し
て
釣
船
草
は
雨
の
花

ひ
び罐

し
る
き
畦
繕
う
や
木
の
実
落
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

稲
架
の
下
く
ぐ
れ
ば
夕
陽
残
り
た
り

　
　
　
　
　
　
　
と

ぬ
く
も
れ
る
稲
束
除
れ
ば
ち
ち
ろ
虫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

赤
と
ん
ぼ
空
の
限
り
を
青
充
た
す

風
呂
上
が
り
和
服
身
に
添
う
秋
と
な

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ
女

黙
々
と
う
ご
め
く
農
夫
秋
の
雨

百
姓
の
短
い
あ
い
さ
つ
秋
の
暮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月

短
日
の
煙
草
火
分
け
る
鼻
の
先

玄
関
に
鬼
灯
活
け
て
人
を
待
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竜

日山筆

　
　
園
芸
｝
ロ
メ
モ

岬
　
樹
形
の
い
ろ
い
ろ

へ
　
根
張
り

㌦
　
総
合
美
が
要
求
さ

一
れ
る
も
の
で
す
か
ら
、

臨
そ
れ
ぞ
れ
の
木
の
根

・
張
り
は
、
そ
れ
ほ
ど

㌦
重
要
で
は
あ
り
ま
せ

副
ん
が
、
せ
め
て
真
木

岬
（
中
心
に
な
る
木
）
ぐ

｛
ら
い
は
根
張
り
の
あ

副
る
し
っ
か
り
し
た
も

　
の
を
使
い
た
い
と
こ

｝
ろ
で
す
．

｝
　
　
幹

　
　
　
”
松
代
園
芸
愛
好
会
”

　
　
⑯
寄
せ
植
え

　
十
数
本
か
ら
数
十
本
の
樹
を
一
鉢

に
植
え
こ
ん
で
樹
林
の
風
景
を
表
現

す
る
樹
形
で
す
。
根
連
な
り
や
筏
吹

き
で
は
、
そ
の
幹
数
を
ふ
や
し
た
り
、

自
分
の
欲
し
い
と
こ
ろ
に
幹
を
も
ち

こ
む
こ
と
が
制
約
さ
れ
ま
す
が
、
寄

せ
植
え
は
自
分
の
構
想
ど
お
り
に
自

由
に
風
景
を
表
現
で
き
る
の
が
長
所

で
す
．

　
真
木
、
副
幹
は
幹
模
様
を
吟
味
し

ま
す
。
そ
の
他
は
、
真
木
に
調
和
し

た
幹
模
様
の
木
を
集
め
る
と
、
全
体

が
ま
と
ま
っ
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

　
素
材
は
、
実
生
も
の
よ
り
山
取
り

の
幹
模
様
の
お
も
し
ろ
い
も
の
が
よ

ろ
し
い
。

　
　
枝

　
上
の
方
の
枝
が
こ
ん
で
い
る
こ
と

が
望
ま
し
く
、
下
枝
は
あ
ま
り
必
要

あ
り
ま
せ
ん
．

　
　
樹
冠

　
各
幹
の
樹
冠
は
、
そ
れ
ぞ
れ
完
成

し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
す
。

　
　
寄
せ
植
え
に
む
く
樹
種

　
エ
ゾ
マ
ツ
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
ト

シ
ョ
ウ
、
ブ
ナ
、
ソ
ロ
、
カ
エ
デ
等
。

’

ず、Wr

フジブナの寄せ植え


